
(1) 昭和55年5月1日 金 田 町 報 第185 号 

金田町人の動き 

(4月1 日現在） 

世帯数 2. 6 3 9 

人 口 9. 5 3 4 

男 4. 669 女 4. 865 

出 生 16 死 亡 6 

転 
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小
学
生
に
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
指
導
す
る
巡
視
員
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右を見て左を見て もう一度右を見て 

横断歩道 を 渡 ろ う ね 
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日
 

乳
児
検
診
 

～ 

m 

28 

日
 

心
配
ご
と
相
談
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春
の
交
通
安
全
運
動
 

期
間
中
の
去
る
四
月
十
 

一
日
（
金
）
金
田
町
小
学
 

校
々
庭
に
お
き
ま
し
て
 

新
入
学
児
童
を
対
象
と
 

し
た
交
通
安
全
教
室
が
 

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
交
通
安
全
教
室
 

は
、
子
供
を
交
通
事
故
 

か
ら
守
る
た
め
、
田
川
 

警
察
署
か
ら
警
察
官
、
 

交
通
巡
視
員
の
方
を
招
 

い
て
正
し
い
横
断
歩
道
 

の
渡
り
方
な
ど
を
指
導
 

す
る
も
の
で
、
新
一
年
 

生
の
皆
さ
ん
は
父
兄
の
 

《
 

方
々
と
一
緒
に
巡
視
員
 

の
お
姉
さ
ん
の
説
明
を
 

一
生
懸
命
聞
い
て
交
通
 

ル
l

ル
を
正
し
く
守
る
 

こ
と
を
約
東
し
て
い
ま
 

し
た
。
 

今
後
も
毎
年
小
学
校
 

の
年
中
行
事
の
ー
つ
と
 

し
て
交
通
安
全
教
室
を
 

開
き
、
児
童
の
交
通
事
 

故
防
止
に
努
力
い
た
し
 

ま
す
の
で
、
御
父
兄
を
 

は
じ
め
町
民
各
位
の
御
 

理
解
と
御
協
力
を
お
願
 

い
致
し
ま
す
。
 

5
月
の
こ
よ
み
と
行
事
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皐
月
と
い
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メ
ー
デ
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日
 

八
十
八
夜
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3
 
日
 

憲
法
記
念
日
 

苗
を
植
え
る
月
、
早
苗
月
を
ち
じ
め
て
五
月
を
 

5
 
日
 

こ
ど
も
の
日
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町
 

議

会

 だ
 

議
 

昭
和
五
十
五
年
第
二
回
定
例
 

町
議
会
が
昭
和
五
十
五
年
三
月
 

十
四
日
本
町
議
会
議
事
堂
に
招
 

集
さ
れ
、
十
一
日
間
の
会
期
に
 

よ
り
諸
議
案
が
慎
重
審
議
さ
れ
 

次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

0
議
案
第
六
号
 
金
田
町
消
防
 

団
員
の
定
員
、
任
用
、
給
与
 

分
限
及
び
懲
戒
、
服
務
等
に
 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

e
議
案
第
七
号
 
金
田
町
廃
棄
 

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

田
議
案
第
八
号
 
昭
和
五
十
四
 

年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
（
第
六
号
）
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

0
議
案
第
九
号
 
昭
和
五
十
四
 

年
度
金
田
町
国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四
 

号
）
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
十
号
 
昭
和
五
十
四
 

年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
計
 

補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
 

い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
十
一
号
 
昭
和
五
十
 

四
年
度
金
田
町
同
和
地
区
住
 

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
 

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
 

し
よ
 

h
ノ 

会
 
事
 
務
 
局
 

） 
に
つ
い
て
 《

原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
十
二
号
 
昭
和
五
十
 

五
年
度
金
田
町
一
般
会
計
予
 

算
に
つ
い
て
 《

原
案
可
決
》
 

。
議
案
第
十
三
号
 
昭
和
五
十
 

五
年
度
金
出
町
国
民
健
康
保
 

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
十
四
号
 
昭
和
五
十
 

五
年
度
金
田
町
簡
易
水
道
特
 

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

の
議
案
第
十
五
号
 
昭
和
五
十
 

五
年
度
金
田
町
水
道
事
業
会
 

計
予
算
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

O
議
案
第
十
六
号
 
昭
和
五
十
 

五
年
度
金
田
町
同
和
地
区
住
 

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
 

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

●
議
案
第
＋
七
号
 
金
田
町
職
 

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
 

い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

●
議
案
第
十
八
号
 
工
事
請
負
 

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

◆
陳
情
書
の
審
議
 

①
傷
ィ
軍
人
会
運
営
援
助
方
 

の
陳
情
に
つ
い
て
 

《
採
択
》
 

②
北
九
州
財
務
局
存
置
に
関
 

金

田

町

で

4

番

目

の

 

浄

水

場

運

転

開

始

万

】

 

配
水
能
力
 

一 
日
 
千
 
ト
 
ン
 

人
見
落
合
の
落
合
浄
水
場
が
昨
 

年
十
一
月
に
完
成
、
四
ケ
月
間
 

の
試
運
転
を
経
て
四
月
一
日
よ
 

り
本
運
転
に
は
い
り
ま
し
た
。
 

こ
の
落
合
浄
水
場
は
住
宅
建
設
 

に
伴
う
人
口
増
加
に
対
応
す
る
 

た
め
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
向
 

う
七
年
間
（
昭
和
六
十
二
年
）
 

は
人
口
や
使
用
量
が
増
加
し
で
 

も
対
応
出
来
る
機
能
を
も
っ
て
 

い
ま
す
。
下
水
道
の
整
備
、
住
 

宅
設
備
向
上
に
伴
な
い
今
後
ま
 

す
ま
す
使
用
量
の
増
加
が
予
想
 

さ
れ
ま
す
が
、
 

一
人
一
人
が
節
 

水
を
し
、
か
ぎ
り
あ
る
水
資
源
 

を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
よ
う
。
 

そ
の
他
の
浄
水
場
 

＠
太
陽
浄
水
場
（
昭
和
 39 

年
建
 

設
）
配
水
能
力
一
日
七
〇
 

〇
ト
ン
）
 

⑥
上
金
田
浄
水
場
（
昭
和
 41 

年
 

建
設
）
配
水
能
力
一
日
千
 

八
〇
〇
ト
ン
 

⑥
貴
船
浄
水
場
（
昭
和
 48 

年） 

配
水
能
力
一
日
千
ト
ン
 場

 
水
 

浄
 

A
口
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見
 

人
 

す
る
陳
情
書
 
《
採
択
》
 

◆
請
願
書
の
審
議
 

①
失
対
事
業
制
度
の
再
確
立
 

失
業
者
の
就
労
と
生
活
保
 

障
に
つ
い
て
の
請
願
 

《
採
択
》
 

②
上
金
田
保
育
所
の
件
に
つ
 

い
て
 

《
採
択
》
 

◆
意
見
書
の
審
議
 

①
失
対
事
業
制
度
の
再
確
立
 

失
業
者
の
就
労
と
生
活
保
 

障
に
つ
い
て
の
意
見
書
 

《
決
定
》
 

②
北
九
州
財
務
局
の
存
置
に
 

関
す
る
意
見
書
《
決
定
》
 

◆
決
議
書
の
審
議
 

①
石
炭
関
係
諸
法
の
大
幅
な
 

期
限
延
長
に
関
す
る
決
議
 

《
決
定
》
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桑
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つ
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瓜
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女
礼
 

辰
島
 
宗
一
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桑
野
つ
る
絵
 

人
来
る
と
聞
け
ば
化
粧
ぬ
 

春
の
風
邪
 

議
会
が
昭
和
五
十
五
三
月
三
十
 

一
日
本
町
議
会
議
事
堂
に
招
集
 

さ
れ
、
 

一
日
間
の
会
期
に
よ
り
 

諸
議
案
が
慎
重
審
議
さ
れ
そ
れ
 

ぞ
れ
次
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

0
議
案
第
十
九
号
 
工
事
請
負
 

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
V
 

e
議
案
第
二
十
号
 
専
決
処
分
 

を
報
告
し
承
認
を
求
め
る
こ
 

と
に
つ
い
て
 

専
決
第
一
号
 
昭
和
五
十
四
 

年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
（
第
八
号
）
に
つ
い
て
 

《
原
案
可
決
》
 

田
議
案
二
十
一
号
 
金
田
町
財
 

産
の
譲
渡
に
つ
い
て
 

A
「
原
案
可
決
》
 

岡
本
勝
次
郎
 

せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
つ
つ
登
る
 

梅
の
坂
 

岡
本
 
清
子
 

梅
匂
ふ
里
や
遠
出
の
 

車
椅
子
 

宵
膚
な
み
子
 

丘
玉
グ
f
舞
安
利
カ
す
 

友
が
彩
り
 

瓜
生
 
女
礼
 

手
作
り
の
壷
に
適
へ
る
 

薮
椿
 

消
防
庁
長
官
表
彰
受
賞
 

消

防

団

々

長

 
千
 

手
 

大
 

蔵
 
氏
 

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
受
賞
 

消
防
団
副
団
長
 
植
 
高
 

勇

太

郎

氏

 

去
る
三
月
十
日
、
日
本
生
命
 

ビ
ル
（
福
岡
市
）
で
．
金
田
町
 

消
防
団
団
長
千
手
大
蔵
氏
が
、
 

昭
和
五
十
四
年
度
消
防
庁
長
官
 

表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
又
、
消
防
 

団
副
団
長
植
高
勇
太
郎
氏
も
、
 

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
を
受
 

賞
さ
れ
ま
し
た
】
 

消
防
げ
長
官
表
彰
と
日
木
消
 

防
協
会
会
長
表
彰
と
は
、
 
消
 

防
吏
員
及
び
消
防
団
員
等
山
士
 

気
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
地
域
 

住
民
の
消
防
に
対
す
る
認
識
を
 

高
め
、
消
防
に
関
し
て
功
労
の
 

あ
っ
た
消
防
団
員
等
に
対
し
て
 

消
防
庁
官
が
、
表
彰
状
等
を
授
 

与
し
て
行
う
表
彰
を
い
う
。
 

6
月
末
で
締
切
・
国
民
年
金
特
例
納
付
 

年
金
権
を
と
り
戻
す
最
後
の
チ
ヤ
ン
ス
 

国
民
年
金
の
払
い
込
み
を
忘
 

れ
た
り
、
当
然
加
入
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
の
に
加
入
し
て
い
 

な
か
っ
た
り
し
て
、
老
後
の
年
 

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
 

る
人
に
、
も
う
一
度
年
金
が
も
 

ら
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
 

特
例
納
付
が
い
ま
行
わ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
最
後
の
チ
ヤ
 

ン
ス
も
本
年
の
六
月
三
十
日
ま
 

で
で
打
切
ら
れ
ま
す
。
残
さ
れ
 

た
期
間
も
あ
と
僅
か
で
す
。
 

こ
の
最
後
の
チ
ヤ
ン
ス
を
 

逃
す
と
一
生
涯
年
金
が
受
 

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

こ
の
最
後
の
機
会
を
逃
す
と
 

誰
も
が
毎
金
を
受
け
ら
れ
る
国
 

民
皆
年
金
の
時
代
に
あ
な
た
だ
 

け
が
取
り
残
『
れ
る
こ
と
に
な
 

り
ま
す
。
 

年
老
い
て
年
金
が
な
い
と
嘆
 

く
ま
え
に
、
今
な
ら
間
に
合
う
 

こ
の
最
後
の
チ
ヤ
ン
ス
を
生
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

＠
特
例
納
付
の
対
象
 

国
民
 

年
金
に
当
然
加
人
す
べ
き
 

人
の
保
険
料
未
納
期
間
 

⑥
特
例
綱
付
の
金
額
 

ー
ケ
 

月
に
つ
き
、
四
〇
〇
〇
円
 

⑨
納
期
限
：
:
：
昭
和
五
十
五
年
 

六
月
三
＋
日
く
わ
し
い
こ
 

と
は
金
田
町
役
場
年
金
係
 

へ。 

◆
定
年
延
長
の
促
進
に
関
す
る
 

決
議
に
関
す
る
請
願
 

《
採
択
V
v
 

◆
意
見
書
の
審
議
 

定
年
延
長
の
促
進
に
関
す
る
 

意
見
書
 

八
決
定
V
 

軽 自 動 車 税 

納期限 5 月31日 字
野
か
な
女
 

燕
ま
だ
巣
に
は
戻
ら
ず
 

宵
の
月
 

前
 
千
恵
子
 

春
雷
に
白
衣
の
紐
を
 

締
め
直
す
 

会
長
 
辰
島
 
宗
一
 

糞
空
に
と
ん
び
輪
を
か
く
 

息
月
か
な
 

【
短
瓢
」
 

辰
島
 
宗
一
 

~ 一
 
一
 
》
 
》
 
》
 
《
 
一
 
一
 
一
 
》
 
《
 
一
 

一
 

》
 

一
 

《
 

一
 

《
 

「
 

一
 

一
 

》
 

一
 

一
 

一
 

い
に
し
え
の
五
平
太
舟
を
 

忍
ぴ
つ
つ
英
彦
山
川
に
 

魚
釣
り
し
日
 

一
 

一

“

 

《
 

一
 

》
 

〉
 

く 

五
 

月
 
詠
 
草
 

公
 
民
 
館

短

歌

教

 室
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

菊
池
 

一
枝
 

皮
膚
病
み
し
飼
犬
の
「
チ
カ
 

」
は
運
ば
れ
し
 
食
喰
む
と
 

せ
ず
わ
れ
を
見
上
ぐ
る
 

平
家
一
門
の
落
ち
の
び
し
道
 

の
谷
深
く
 
露
天
井
戸
あ
り
 

て
落
葉
重
な
そ
 

小
野
ト
メ
子
 

福
田
 

昌
 

ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
反
対
の
立
 

札
を
 
み
つ
つ
日
毎
を
病
院
 

に
通
ふ
 

室
 

ト
ョ
 

試
験
な
き
学
校
は
な
き
か
と
 

つ
ぶ
や
き
て
 

答
案
に
向
ふ
 

男
生
徒
の
あ
り
 中

村
 
繁
生
 

二
人
し
て
花
を
愛
で
つ
つ
語
 
久
々
に
庭
に
来
て
な
く
驚
の
 

り
あ
ふ
 

こ
と
も
な
く
な
り
 

ぬ
友
逝
き
し
い
ま
 

藤
林
 
俊
信
 

萩
の
町
を
見
下
す
丘
に
立
ち
 

並
ぶ
 

維
新
を
成
せ
し
人
々
 

の
墓
 

声
に
自
然
の
息
吹
き
覚
ゆ
る
 

高
木
美
代
子
 

灯
の
下
に
ぴ
ち
ぴ
ち
動
く
車
 

え
び
 

ゅ
げ
立
ち
こ
む
る
鍋
 

に
入
れ
た
り
 

藤
本
 
唯
彦
 

並
川
 
君
子
 

盲
ひ
た
る
友
の
作
り
し
野
ぼ
 

た
ん
の
 

花
の
一
鉢
貰
ひ
て
 

帰
る
 

阿
部
 
重
宏
 

鳶
か
鷹
か
海
辺
の
空
を
舞
ひ
 

て
を
り
 
太
平
洋
に
陽
の
沈
 

む
こ
ろ
 

田
村
 
文
子
 

小
き
く
と
も
魔
除
の
木
ぞ
ル
 

ち
 ち
 

と
亡
父
の
植
葱
し
 
ひ
い
ら
 

ぎ
南
天
の
花
い
ま
察
り
な
り
 

鮮
面
式
叱
‘
早
記
 

会
田
町
肖
片
団
 

団
長
チ
手
大
蔵
 

血
具
殿
は
多
元
サ
に
わ
た
霧
芽
奏
展
に
 

り
と
め
そ
の
成
績
慶
冬
て
あ
り
他
の
 

棋
範
ぜ
あ
る
 

よ
2
永
●
（
勤
続
功
労
章
か
長
そ
て
 

表
彰
す
b
 

昭
加
五
（
五
年
二
月
五
日
 

葦
書
え
藤
参
に
 

日

赤

募

金

に

こ

協

力

を

 

ク
赤
十
字
、
み
ん
な
の
た
め
 

に
ど
こ
に
で
も
4

が
、
本
年
の
 

国
際
標
語
と
き
ま
り
、
全
国
的
 

に
五
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
 

で
を
赤
十
字
運
動
月
間
と
し
て
 

募
金
に
ご
協
力
願
う
こ
と
に
な
 

っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
で
は
 

六
月
三
十
日
ま
で
に
婦
人
会
の
 

幹
部
の
方
々
が
奉
仕
団
と
し
て
 

降
り
や
ま
ぬ
雨
に
濡
れ
つ
つ
 

若
者
ら
 
気
に
も
か
け
ず
に
 

歩
行
者
天
国
へ
 福

原
 
照
子
 

姉
の
手
術
無
事
終
れ
り
と
知
 

お

に

 

ら
せ
来
し
 
義
兄
の
言
葉
の
 

か
ろ
や
か
に
し
て
 

表

彰

状

 

福
岡
県
全
田
町
消
防
団
 

副
団
長
柱
高
多
刀
太
郎
殿
 

あ
今
た
は
永
年
に
真
り
消
防
 

使
奉
の
達
成
F
壷
寿
し
え
の
 

功
績
頭
著
で
あ
る
 

よ
っ
て
木
今
は
精
績
章
？
投
与
し
 

，
元
ャ
」
表
彰
す
る
 

皿

和

五

十

A
牛

二

月

寸

可

 

計
川
津
人
日
本
消
防
鳥
会
 

か
長
飴
一
叫
・
更
最
離
叫
 

住

民

 課

福

祉

係

 

皆
様
の
お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
 

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
 

す
。
人
道
博
愛
の
旗
印
の
も
と
 

年
額
三
百
円
以
上
の
社
員
に
加
 

入
し
ま
す
と
、
色
も
あ
ざ
や
か
 

な
胆
鍋
覇
標
（
社
員
の
表
札
）
 

が
加
に
届
き
ま
す
。
 

新
社
貝
に
是
非
な
ら
れ
ま
す
よ
 

う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

ク

再

利

用

 で
 
再

資

源

化

 

I 
'~"”．・い‘・，~一，‘"v・～・ノv，与・～，・一”～・，‘．、、与・,～、・・い～,','Jv・‘“・～"”~与‘～、””～・‘‘与～・‘・‘～・’'' 

'~,','~.‘，・v～●‘●,~’，‘，~・”●～'‘．一～,'，‘~‘．'‘~‘，',～、・‘・・～,'.'~ 

ギ
ー
の
 
1
ラ
で
す
み
ま
す
 

②
回
収
ビ
ン
の
再
利
用
に
は
、
 

わ
ず
か
な
運
送
燃
料
と
洗
浄
 

用
水
を
使
う
だ
け
で
す
み
ま
 

す。 

③
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
古
紙
1
 

ト
ン
の
回
収
で
、
立
木
（
高
 

さ
8

メ
ー
ト
ル
、
直
径
 16 

セ
 

ン
チ
）
 
20 

本
の
節
約
に
な
り
 

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
私
達
の
 

生
活
を
安
定
廃
る
た
め
、
 

小
さ
な
努
力
で
准
ネ
ル
ギ
ー
 

を
推
進
し
て
い
き
ま
し
よ
う
 

移

動

県

政

相

談

 

県
で
は
次
の
よ
う
に
移
動
県
 

政
相
談
を
開
設
し
ま
す
。
 

省
 

エ
 

ネ
 

ル
 

ギ
 

1
4
 

年
金
、
福
祉
、
道
路
、
河
川
 

容
器
や
紙
の
中
に
は
、
回
収
 

ル
ー
ト
に
の
せ
る
こ
と
に
よ
っ
 

て
、
再
利
用
の
可
能
な
も
の
が
 

多
く
、
資
源
節
約
と
い
う
だ
け
 

で
な
く
、
省
ェ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
 

な
り
ま
す
。
 

①
ァ
ル
ミ
缶
を
再
生
す
る
の
に
 

必
要
な
ェ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ボ
 

ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
新
し
い
缶
 

を
作
る
の
に
要
す
る
エ
ネ
ル
 

衛
生
、
公
害
、
消
費
生
活
相
談
 

に
応
じ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

◇
期
日
 

5
月
 14 

日
（
水
〕
 

◇
時
間
 
13 

時
か
ら
 16 

時
ま
で
 

◇
場
所
 
田
川
市
役
所
 

3
階
会
議
室
 

一
 

》
 
《
 
《
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町
 

田 金
 

庵m
」」
 

毒藻 

く
．
、
‘
一
●
J
，
、
、
ぐ
一
、
一
、
、
一
，
・
？
，
、
ぐ
！
、
一
，
、
‘
、
ぐ
，
，
、
こ
！
●
一
●
ぐ
■
・
●
、
・
、
！
、
、
g
一
・
？
●
■
？
、
ぐ
．
・
●
●
・
？
●
・
J
、
、
●
、
ど
 

衛

生

だ

よ

り

 

三

種

混

合

の

予

防

接

種

 

3
 
才
 
児
 

一 

斉
 
検
 
診
 

危

険

物

取

扱

者

試

験

 

母
子
保
健
法
に
基
き
健
康
診
 
田
該
当
者
 
51
 

年
4

月
1

日
生
 

断
及
び
コ
ン
ク
ー
ル
を
兼
ね
て
 

れ
か
ら
 52 

年
3
月
 31 

日
生
れ
 

行
い
ま
す
の
で
、
お
子
様
を
ぜ
 

の
者
 

準
 
備
 
講
 
習
 
会
 

行
い
ま
す
の
で
、
お
子
様
を
ぜ
 

の
者
 

0
講
習
日
時
 

ひ
参
加
さ
せ
て
下
さ
い
。
 

※
母
子
手
帳
を
必
ら
ず
御
持
参
 

昭
和
 55 

年
6
月
1

日
 

0
日
時
 

55
 

年
5
月
 30 

日
（
金
）
 

下
さ
い
。
 

9
時
ー
 17 

時
ま
で
 

O
場
所
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

O
講
習
場
所
 

福

岡

県

警

察

 官

採

用

試

験

 

（日） 

田
川
市
平
松
町
3
番
 36 

号
 

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

田
講
習
科
目
 

o
危
険
物
関
係
法
令
 

o
基
礎
物
理
学
及
び
基
礎
化
 

◆
採
用
予
定
人
員
 

採
用
係
 

学
 

三
種
混
合
第
一
期
一
回
目
の
、
e
場
所
 
金
田
町
中
央
公
民
館
 

採
用
人
員
 
約
 85 

人
 

電
話
（
0
9
2

)
7
4
l
 

o
危
険
物
の
性
質
並
び
に
火
 

予
防
接
種
を
行
な
い
ま
す
。
 

田
該
当
者
 
生
後
 24 

ケ
月
ー
 48 

採
用
時
期
 
昭
和
 55
 

年
9
月
 

1
2
2
3
1
番
 

災
予
防
及
び
消
火
方
法
 

該
当
者
は
、
も
れ
の
な
い
よ
 

ケ
月
ま
で
の
幼
児
 

◆
受
験
資
格
 

◆
合
格
者
の
発
表
 

O
受
講
者
の
受
付
 

う
に
接
種
し
て
下
さ
い
。
 

O
料
金
 
無
 
料
 

昭
和
 27
 

年
4
月
2

日
か
ら
昭
 

m
第
一
次
合
格
発
表
 

o
田
川
地
区
消
防
署
金
田
分
 

0
日
時
 
55 

年
5
月
6

日
（
火
）
 

O
母
子
手
帳
と
印
か
ん
を
必
ず
 

和
 37
 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
 

6
月
昭
日
（
予
定
〕
 

午
後
1
時
 30 

分
1
3
時
迄
 

御
持
参
下
さ
い
 

ま
れ
た
男
子
 

②
最
終
合
格
者
発
表
 

小

児

マ

ヒ

生

ワ

ク

チ

ン

 

投

与

の

実

施

に

つ

い

て

 

次
の
通
り
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
 

を
致
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
 

も
れ
な
く
お
受
け
下
さ
い
。
 

記
 

0
日
時
 
55
 

年
5
月
 22 

日
（
木
）
 

午
後
1
時
 30 

分
1
3
時
迄
 

O
場
所
 
金
田
町
中
央
公
民
館
 

田
該
当
者
 
生
後
3

ケ
月
ー
 48
 

ケ
月
ま
で
 

※
な
る
べ
く
生
後
3
ケ
月
ー
 18 

ケ
月
の
間
に
2
回
投
与
す
る
 

の
が
望
ま
し
い
。
 

O
料
金
 

無
 
料
 

※
母
子
手
帳
を
必
ら
ず
御
持
参
 

下
さ
い
。
 

5
月
 18 

日
（
日
）
 

午
前
8
時
 30 
分
 

金
田
町
町
民
体
育
祭
 

雨
天
 
5
月
 25 

日
（
日
）
 

場
 
所
 

小
学
校
グ
ラ
ン
ド
 

◆
試
験
の
期
日
・
試
験
場
 

8
月
中
旬
 

第
1
次
試
験
 

◆
問
い
合
せ
先
 

署
 
電
話
②
0
3
0
7
番
 

日
受
講
料
 

受
講
料
 
三
千
円
 

の
受
講
の
申
込
み
 

60 

円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
 

封
筒
を
必
ら
ず
同
封
す
る
こ
 

と。 
住
宅
や
住
宅
用
地
を
 

取
得
さ
れ
た
方
へ
 

（
お
知
ら
せ
）
 

田
川
財
務
事
務
所
 

5
月
6

日
か
ら
5
月
 19 

日
ま
 

取
得
の
日
か
ら
六
＋
日
以
内
 

で
 

に
申
告
さ
れ
な
い
と
一
六
五
が
 

問
合
せ
は
田
川
地
区
消
防
本
 
以
下
の
住
宅
で
あ
っ
て
も
、
不
 

部
予
防
課
に
お
願
い
し
ま
す
 
動
産
取
得
税
が
減
額
さ
れ
ま
せ
 

電
話
（
0
9
4
7
4

）
④
0
 

6
5
0
番
 

O
受
験
願
書
の
受
付
 

5
月
6

日
か
ら
5
月
 19 

日
ま
 

で
前
記
受
講
者
の
受
付
署
所
 

に
申
込
ん
で
下
さ
い
。
 

一
一
級
 
建
 
築
 
士
 
試
 
験
 

6
月
1

日
 

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
 

1
、
試
験
日
 

5
月
1

日
（
木
）
か
ら
県
庁
建
 

嘉
穂
高
等
学
校
 

合
せ
は
 

学
科
試
験
 
7
月
 27 

日
（
日
）
 

築
課
別
室
建
築
士
係
（
電
話
 

第
2
次
試
験
 

福
岡
県
警
本
部
警
務
課
採
用
 

設
計
製
図
試
験
 

7
4
1
1
9
4
1
6
）
及
び
 

7
月
中
旬
 

係
 

9
月
 14 

日
（
日
）
 

最
寄
り
の
県
土
木
事
務
所
建
 

◆
受
付
手
続
き
 

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
 
2
、
試
験
場
 

築
課
に
お
い
て
交
付
す
る
o
 

m
受
付
期
間
 

一
号
一
番
（
一
T
八る） 

福
岡
市
西
区
七
隈
十
一
 

5
、
そ
の
他
 

o
4

月
巧
日
（
火
）
1
5
月
具
 

福
岡
大
学
（
七
隈
学
舎
）
 

o
受
験
資
格
及
び
手
続
き
等
に
 

日
（
水
 

1

・
2

・ 10 

号
館
 

関
す
る
問
合
せ
の
窓
口
は
、
 

o
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
、
 

3
、
受
験
申
込
み
の
受
付
期
間
 

県
庁
建
築
課
建
築
士
係
又
は
 

5
月
 14 

日
（
水
）
ま
で
消
印
 

Iト
鷺
与
、
 

及
ひ
受
付
場
所
 

最
寄
り
の
県
土
木
事
務
所
建
 

のあるもの。 

v

ん‘' 

o受付期間5
月 1
2
 

日（月）か 

築課とする。 

m申込用紙の請求先 

か

v

 
ら5
月 1
6
 

日（金）まで 

o受験に関する間合せ及び 

o
福
岡
県
下
の
各
警
察
署
 

《
孤
W
A

、
 

o
受
付
場
所
 
県
庁
西
中
洲
分
 

受
験
案
内
等
を
郵
便
に
よ
り
 

⑧
申
返
先
 

、
‘
み
ぢ
」
ら
」
 

館
及
び
県
土
木
事
務
所
建
築
 

請
求
す
る
場
合
は
受
験
区
分
 

福
岡
山
中
央
区
天
神
一
丁
 

‘r
、、
 

課
（
福
岡
土
木
を
除
く
）
 

（
学
科
か
ら
の
受
験
ふ
罫
 

目
一
番
一
号
 
ニT
ハ
10
) 

4
、
受
験
案
内
及
び
申
込
み
用
 

製
図
の
み
の
受
験
）
及
び
あ
 

福
澗
県
警
察
本
部
警
務
課
 

紙
の
交
け
 

て
先
、
郵
便
番
号
を
明
記
し
 

ん
。
御
注
意
下
さ
い
。
 

（
問
合
せ
は
田
川
財
務
事
務
所
 

へ） 電
話
（
田
川
）
④
8
1
1
1
 

内
線
 33
 

'
 

あ
 
り
 
が
 
と
 
う
 

こ
 
ざ
 
い

ま

し

た

 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
 

植
高
美
代
子
 
殿
 

平
島
 
元
春
 
殿
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

植
高
美
代
子
 
殿
 

平
島
 
元
春
 
殿
 

山
本
 
栄
二
 

殿
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
 

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
 

で
、
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 


